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論 文 内 容 の 要 旨

代数幾何学においては,ベクトルバンドルの理論が発展段階にあり,いろいろな興味ある事実が解明さ

れている｡しかしながら未解決の問題も数多くある｡

申請者は indecomposableなベクトルバンドルの存在についての問題に関連して次の問題を考えた｡

まず,n次元射影空間Pn内の直線全体のなす代数多様体 Gr(n,1)を考える｡問題は Gr(∩,1)の

部分多様体で,n-1次元射影空間と双正則なものを分類することである｡

申請者はベクトルバンドルについての既知の結果を巧みに利用し,基礎体の標数が2の場合を除いて,

この問題を完全に解いた｡この論文が示した分類は次の通りである｡

(ⅩO,Ⅹ1,･･･-･,Ⅹn_1)がPn-1の点全体を動くとき,

(1) ⅩOn,1-((1,0,---,0)と (0,Ⅹ0,--,Ⅹ｡｣)とを結ぶ直線全体)

(2) Ⅹ1n,1-((Ⅹ0,Ⅹ1,---,Ⅹ｡_1,0)と (0,ⅩO,Ⅹ1,-･-,ⅩnJ)とを結ぶ直線全体)

は,いずれも,Pn-1と双正則であるが,

Ⅰ.n≒3,4ならば,Gr(n,1)の部分多様体でPn~1と双正則なものは,Pnの適当な座標で,上の

Ⅹon,1,Ⅹ1n,1として得られるもの以外にはない｡

Ⅱ.∩-3のときは,上の2種の他は双対写像によって Ⅹ03,1,Ⅹ13,1から得られるものに限る｡

Ⅲ.n-4のときは,Ⅰの二種の他は,P4の一つの二次曲面 (特異点なし)に含まれる直線全体として

得られるものに限る｡

また,参考論文においては,近年多くの人が手がけて未解決であった次の問題を解決した｡

n>3のとき,Pn上の rankn-1のベクトルバンドルで indecomposableなものが存在する｡

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

ベクトルバンドルの理論は,近年,代数幾何学においても脚光をあぴている研究対象であり,いろいろ
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な事実が解明されてきている｡

申請者は,このベクトルバンドルの理論に取り組み,それと関連して,グラスマン多様体 Gr(∩,1)

の部分多様体で Pn~1と双正則なものの分類を,基礎体の標数が2の場合を除いて,完全に解決した｡

この結果は,代数幾何学にとって大変興味あるものであり,単にベクトルバンドルの理論という意味だ

けでなく,もっと広い意味での代数幾何学に大きく貢献するものであると考えられる｡

また,参考論文において示した indecomposableなベクトルバンドルの存在定理は, 多くの人が手が

けたものの未解決であったものを解いたものであり,高く評価される｡

よって,本論文は理学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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